
2021年4月1日

エックス線装置の点検作業中の被ばく事故発生状況

資料２



エックス線装置の点検作業中の被ばく事故発生状況（ INES評価の抜粋）

1

• 2021年5月には、エックス線装置を点検中の作業員が被ばくする事故が発生し、国際原子力・放射線事象評価尺度
（INES）評価レベル３（重大な異常事象）として、2022年5月に国際原子力機関（IAEA）に報告されている。

⚫ 2021 年5 月29 日兵庫県姫路市にある日本製鉄瀬戸内製鉄所で、鋼板表面のメッキの厚みを測定する
のに使用する蛍光X 線式付着量計（出力50ｋV×40ｍA）の点検・校正を行っていた。

⚫ この装置でX 線を照射するには、装置に電力を供給し、X 線管の電圧及び電流を上昇させ、照射窓の
シャッターを開ける操作を行う。これらの操作は通常は装置が設置してある照射室の外にある制御
盤で行う。

⚫ 作業員２名は、当初、照射室の外にある制御盤で作業を行っていたが、校正用サンプルの測定値に
異常が認められたことから、その原因を解消するため、装置に電力が供給された状態のままで照射
室に入った。なお、当該施設には、インターロック（照射室の扉が開くと装置への電力供給が遮断
される装置）の設置について、法令上の要求はない。

⚫ 照射室に入った２名は、装置のX 線照射窓に付着物があることを確認して、これを１名が手工具で除
去し、１名が補助した。

⚫ ２名は、照射室に入るにあたって、照射窓のシャッターを閉じたつもりだったが、結果として
シャッターは閉じられておらず、作業中、装置から照射されるX 線に被ばくしている状態であった。

⚫ 2021年5 月30 日、２名の作業員は腕や顔面に発赤（非致死的な確定影響）が出るなどの体調不良を
訴え、入院治療を受け、2021年12 月末日までに退院した。

⚫ 2023年11月までに実施された専門家による生物学的線量評価（異常染色体の発生頻度の測定）の結
果、1名については400～500 mGy、もう一名については100 mGy未満と評価された。

INES評価の記載（抜粋）※ＩＡＥＡへの報告・ＩＡＥＡの公表は英語
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補足（事務局作成）

【X線検出器室への入室手順等について】

⚫X線検出器室への入室にあたっては、①X線検出器室外側にあるＸ線発生装置の電源をOFFに、制御盤の

遮蔽シャッターを閉にする(その確認)、②制御盤の安全スイッチをOFFにしたうえで安全札を取り付け

る、③X線検出器室外側の表示灯を確認する（緑灯(遮蔽シャッター閉)、白灯（付着量計のX線電源切）

の確認）という手順が定められている。

⚫警報装置については、電源入・切表示灯及びシャッター開閉表示灯がX線検出器室出入口の外側に設置

されている。

⚫X線検出器室の入口扉には、扉を開けると付着量計のＸ線電源が遮断されるインターロック機能が設置

されていたが、その機能は無効の状態であった。

【作業員の作業経験、労働安全衛生法関係の資格について】

作業員Ａ・・・作業経験16年、エックス線作業主任者

作業員Ｂ・・・作業経験２ヶ月
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• 国際原子力・放射線事象評価尺度（The International Nuclear and Radiological Event Scale 以下「ＩＮＥＳ」という。）は、
国際原子力機関（ＩＡＥＡ）及び経済協力開発機構原子力機関（ＯＥＣＤ／ＮＥＡ）において策定された、原子力・放射線事故が
どのようなレベルであるか、一般にもわかるようにするための国際的な指標として１９９０年に開発されたコミュニケーション
ツールである。我が国でも１９９２年８月１日より運用を開始。

各国におけるINES評価の例

INES で事象を評価するための一般基準

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料」から作成


